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令和５年度第４回 

新宿区外部評価委員会第２部会 会議概要 

 
＜開催日＞ 

令和５年８月１８日（月） 
 
＜場所＞ 

本庁舎６階 第３委員会室 
 
＜出席者＞ 

外部評価委員（５名） 
山本卓、的場美規子、松井千輝、前田香織、鱒沢信子 

区職員（１名） 
 甲斐主任 

 
＜開会＞  

【部会長】 
 改めまして、おはようございます。今日はお時間いただきまして、ありがとうございます。 
 ただいまから第４回の外部評価委員会第２部会を開催いたします。 
 本日は、部会としての評価の取りまとめを行います。うまくいけば、次回は全体会に審議

していただくという内容になろうかと思います。 
 では、最初に、議事に入ります前に、本日の配付資料の確認をお願いいたします。 
【事務局】 
 では、机上の資料をご覧ください。 
 １番上は本日の次第で、評価の取りまとめについてです。その下に、外部評価チェックシ

ートをお配りしています。最後に、経常事業取組状況シートを一部プリントアウトしたもの

をお配りしています。 
【部会長】 
 委員の皆様に先ほど紹介ありました外部評価チェックシートが配られているかと思いま

す。本日はこれに即して、部会としての取りまとめを行っていきたいというふうに考えてい

ます。 
 最初に計画事業、次に経常事業、そして最後に全体を踏まえた形で、個別施策についての

評価の取りまとめを行いたいというふうに考えております。 
 最初に、計画事業の１について取り上げていきますが、まずお出しいただいたものに即し

てということで構いません。評価、それから今後の取組の方向性に対する意見、その他意見

として出していただいたもの、網羅的でなくても場合によっては構いませんが、場合によっ
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ては読み上げる形で補足を加えるという形で各委員からご発言いただいて、その上で、全体

としての部会としての取りまとめというのを行ってまいりたいというふうに考えます。 
 最初に、計画事業１の気軽に健康づくりに取り組める環境整備、こちらを評価取りまとめ、

行いたいと思います。 
 簡単に、こちら健康ポイント事業とウオーキングの推進、これを２つの大きな柱とする事

業でありました。 
 皆様、評価については「計画どおり」ということですので、おおむねここのところは「計

画どおり」ということになるのかなというふうに考えております。 
 そうしましたら、こちらに即す形でお考えになったようなことを、ポイントを上げる形、

あるいは読み上げる形でも構いませんので、評価について、それから次のページの今後の取

組の方向性に対する意見、それからその他意見でお書きになったところについて、どんなこ

とを評価、意見として持たれたか、聞かせてください。お願いいたします。 
【委員】 
 まず、評価なんですけれども、健康ポイント事業は、目標値を上回る結果を出していて、

しかも区民の健康づくりのきっかけとなったということがあります。それで、最終的には

「計画どおり」と評価したんですけれども、評価を、さらにいいなと思ったのが、アプリ内

のバージョンアップや広告、より効果的な結果につながるための取組です。 
 そして、ウオーキング推進のためのこの作成していることも評価できます。 
 一方、ちょっとこれはどうかなと思った点が、まず健康ポイント事業ですけれども、多く

の区民というところをうたっている割には、周知とか取組がもしかしたら足りないのかな、

不足しているのかなということが感じられました。 
 ウオーキング推進のほうの問題点といいますか、どうかしらと思った点は、より多くの区

民が習慣的に歩くことということを目標としていますけれども、それが本当につながって

いるのかなというところは疑わしいなということを感じました。ただ、総合的に判断しまし

て、結果も出ていますし、数字的にも問題がなかったので、「計画どおり」と評価いたしま

した。 
 続きまして、今後の取組に関しましてですけれども、重なりますが、課題としては、より

多くの区民、幅広い世代ということをうたっているので、こちらを今後どのようにしていく

かということが課題と思われます。 
 そして、希望していることですけれども、アンケート結果や、６月にいろんなことをして

くださったので、せっかくしたくださったことに対してきちんと分析をして、次につなげて

いただきたいということです。 
 この事業に関しましては、軌道に大分乗っているように感じられましたので、この後いろ

いろ試行錯誤しながら、より幅広い世代、幅広い年代、多くの区民に参加していただくよう

になってほしいということを期待しています。 
 最後、その他の意見ですけれども、では、一体何ができるのかなと個人的に考えたことを
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記載しました。 
 ２つですが、１つは、多くの区民、幅広い世代ということで、長期の休みとか連休や祝日

を使うことも効果的かなと考えました。なので、ファミリウオークとか３世代ウオークをし

てみてもいいのではないのかなというのが１点目。 
 そして、もう１点目は、新宿観光振興協会がナゾトキウォークなどをやっていて、それを

若い方たちが楽しんでいるので、そちらと共同で行うことで、より幅広い世代に広がってい

くのではないかと考えました。 
【部会長】 

ありがとうございます。 
 では、同様にお願いします。 
【委員】 
 評価の点としては、皆様とご一緒のとおり、本事業が目標値を上回った点というのがまず

評価できることと。あと、健康ポイント事業では、アプリや活動量計を用いたことによって

幅広い世代へ対応しているという点も、社会参加のきっかけづくりに貢献したという点で

はすばらしいかなと思っておりますし、あと、ウオーキングの推進に関しましては、高齢者

中心であったものの、定員を超える申込みがあったということは、やはり区民の健康への関

心の高さというのがうかがえるので、その点は、コロナ禍とはいえ、運動不足解消には効果

的であったのかなと思っております。 
 私が今後の取組の方向性で上げた点としまして、働き世代が生活習慣病にかからないた

めに、より多く周知してほしいことを望んでいることと、ＳＮＳ広告による周知の効果を分

析してほしいという点に関しましては、その他の意見として、他の委員も上げていらっしゃ

る点かなと思っておりますし、それから健康づくりウオーキングマップ、これは利用した高

齢者の意見を参考にして、携帯できる利便性だけではなく、文字の大きさにも配慮してほし

いという、この点に関しましても、他の委員も触れていらっしゃる点かなと思っております。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうですね。かなり共通の意見お持ちになっているところ、幾つかあったというふうに拝

見しました。ありがとうございます。 
 続きまして、お願いいたします。 
【委員】 
 まずは、評価の部分なんですけれども、やはりウオーキングという効果の、手軽に効果が

期待できるよう内容、非常にいいと思いました。 
 あと、ちょっと視点が少し皆様と異なる部分もあるかとは思うんですけれども、目標値を

大きく上回る数値を見ても、やはり評価できるということで記述しています。また、そのと

きにグーグル広告やインスタの広告に出稿したということなんですが、見たことがないと

いうこともありまして、どういったものを広告されているのかとか、どういったものを反映
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して周知しているかということに、マーケティングの部分に非常に私は気になっていまし

たので、そういったものも、どういった意見を踏まえて出しているのかということが、出し

ていることを評価しているんですけれども、どういった内容なのかということ、そんな意見、

感想のところと絡めてですけれども、書かせていただいています。 
 あとは、今後の取組の方向性に対する意見としましては、やはり意見がありましたように、

皆様も、実際に利用している方は使いづらいという意見を、どのように捉えて使い続けるの

かということをですね、もう少し考えていただければと思います。 
 予算の関係もあると思うんですけれども、情報量が少なくても、ここだけ知りたいとか、

部分的なものでもいいので、文字の大きいもの、使いやすいものをつくっていただけると、

よりウオーキングに対して前向きになるのではないのかなという思いで書かせていただい

ています。 
 あと、その他意見としましては、やはり民間のコンサルタントや企業が入っていてのこう

いったものだと思っていますので、可能であれば、どのくらいの予算が使われていて、時々、

行政がやっている広告に対して、なぜそれがいいと思ったのかということで、ＳＮＳ上では

逆に注目されることもありますので、そういった部分を踏まえて、どういう部分で気をつけ

て周知しているかということを伺えるといいなと思っております。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 今後の取組や方向性でおっしゃっていた点は、ウオーキングマップについての点という

ことで理解しましたけれども、そのとおりですよね。 
【委員】 
 そうですね、はい。 
【部会長】 
 そうしましたら、お願いいたします。 
【委員】 
 「計画どおり」というふうに評価させていただきました。 
 皆様おっしゃっていただいたように、運動不足解消のきっかけとなる取組でもあるし、ま

た、指標に対して目標値を大きく上回る結果を出したということは、やはり「計画どおり」

と評価したほうがいいのかなというふうに思っているところです。 
 それで、私が今回のこの事業に対して思ったことは、社会参加もきっかけに大いに貢献し

ていただきたいし、そのきっかけになっているのかなということもありますけれども、さら

に広げていきたいというような思いを込めて書かせていただきました。 
 それで、評価の部分は書いてあるとおりで、ちょっと枝葉の、評価内容の書き方に枝葉の

部分が実に多かったかなというふうに思っております。特に、「いつでも」「どこでも」「ひ

とりでも」ってわざわざ書かなくたっていいのになんて、書いちゃってから思ったりしたん

ですけれども、そんなところで、皆様のご意見を伺って、最後の発言ですので、おっしゃる
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とおり、大体同じことを考えていたなということで、自分でも納得しております。 
 それで、今後の取組の方向性ですけれども、ここでも社会参加・仲間づくりのきっかけづ

くりとなる事業であってほしいということで、ヒアリングのときも質問させていただきま

したけれども、ウオーキングマスターの存在というのがどういうふうに生かされるのかな

ということを問いかけさせていただいたのと同時に、ウオーキングマスターを活用してほ

しいということを今後の取組の方向性には書かせていただきました。 
 その他の意見のところに書いたところは、先ほど来出ているウオーキングマップのこと

に対する要望と、それから部会長が今後の取組の方向性に対する意見で、歩道やトイレなど

の物理的な環境面のことも具体的に書かれていましたけれども、なるほどなというふうに

思いつつ、私はまちがきれいじゃなきゃ歩く気にもならないでしょうということで、まち美

化とか歴史とか文化とかも含めて、他部署との連携を通して、歩けるまちづくりを目指した

上で、歩くことを推奨しましょうということをご提案させていただいたつもりです。 
 それと、先ほど委員のお話にありましたとおり、評価のところで、別の取組や周知方法が

あるのではないかというようなことを書かれていて、ここに何か具体的な、別の取組って何

だろうという、具体的なことを書いてほしかったななんて、最初読んだときに思ったんです

ね。そしたら、その他の意見のところで、ファミリーウオークとか３世代ウオークというよ

うな具体的な内容が出てきているので、これは、ぜひ生かしてもらいたいなというふうに感

じました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 大分整理もしていただいたというふうに伺いました。本当に広い視点で、まちづくりや社

会参加・仲間づくりという、広がりをしっかりこの事業に持たせていくという方向性お示し

いただいたので、これはぜひ部会としての意見として、今後の取組の方向性のところで盛り

込む方向にするのが適切かなというふうに私としては考えております。 
 それから、最後におっしゃっていた委員の具体的な提案の位置づけですよね。こちらにつ

いても、より広い層の参加を今後さらに図っていくというときの、この部会の中で出た具体

案として、こういったものを盛り込むというのは私も賛成でありますので、その点について

も、この事業については１つポイントになろうかというふうに思います。 
 私としては、まさに、もう本当に私は評価等に書いたのは、皆さんおっしゃったものを何

か一般化して言っているだけですので、特に私のほうから新たなポイントというのはない

かなというふうに思います。 
 さっき、それも委員も言っていただきましたけれども、今後の取組の方向性としてのまち

づくりのソフトの面に、委員は、よりもう少し力点を変えていますけれども、私はもうちょ

っとハードですね。やっぱり、何か狭い道のところ、ここをウオーキングするのかみたいな

ことになっているとちょっとまずいとか、あと、話の中にありましたけれども、トイレのと

ころについては微妙な問題なので、気にされているような発言もありましたので、そこのほ
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うのチェックも引き続きしていただきたいというようなことを私としては書いているとこ

ろ、そこは皆さんのところプラスというところになるのかなというふうに伺いました。 
 そうしましたら、こちらの事業ですね、計画事業１、まずは評価のところについては「計

画どおり」ということにしてもよろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 では、そこについてはそれで、皆で同意したということで。 
 この内容としましては、拝見したところ、まず全体を見渡すような書き方になっているの

が、委員の説明が網羅的に、今上げていただいた意見を書かれている文章かと思いますので、

これを主体として、そこに皆様上げていただいた点、課題とか評価できる具体的なポイント

とかいうものをここに具体的に加えていくという形で、肉づけするという形で文章化すれ

ば、こちらについては外部評価としての評価案の内容になろうかというふうに考えました。 
 その際には、委員が具体的に挙げられているような、指標をしっかり満たしているという

ところも上げるという形で記載をするということにしたいというふうに思います。 
 この点、まずは何ですか、具体的な周知方法というよりは、ここ評価のところですので、

令和４年度の資料についての評価ということで、委員が書かれた文章に、皆さんお書きにな

った、対応するところを具体的に入れ込んでいくという形でまとめたいというふうに思い

ますけれども、その点についてご同意いただけますでしょうか。 
 ありがとうございます 
【委員】 
 よろしいですか。 
【部会長】 
 どうぞ。 
【委員】 
 委員の文章の中に、今後の取組の方向性に対する意見ですけれども、働き世代への働きか

けという言葉が出ていましたけれども、働き世代を含む、より広い年代への働きかけという

ことを、ちょっと具体的にどこかに、総合評価じゃなくても、今後の取組の方向性のところ

でもよろしいので、ぜひ入れていただけたらというふうに思うんですけれども、いかがでし

ょうか。 
【部会長】 
 今の点、皆様、私としては異論ありませんけれども、皆様、いかがでしょうか。 
 そうしましたら、幅広いというところは、特に働き世代を中心にというふうな形で、その

言葉、文言を盛り込むような形で、これは今後の取組の方向性のところにその点記載すると

いう形にしたいというふうに考えます。 
 それから、周知の方法ですよね。集めたアンケートの結果等に対する分析結果を活用とい
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うことをおっしゃっているので、そういうところ、検証した上で、さらに工夫を重ねていっ

ていただきたいということだと思いますので、その旨もやはり、既にあるアンケート結果を

しっかり検証して、さらに効果的なものにするために、より有効な活用方法を引き続きしっ

かり検討してもらいたいということを、今後の取組の方向性には盛り込んではいかがかと

思いますが、この点もご同意いただけますでしょうか。 
【委員】 
 はい、お願いします。 
【部会長】 
 それから、先ほどの意見に関連して、あまりウオーキングのためのウオーキング事業とい

うふうに、狭いところへ閉じないで、それをきっかけにいろんな社会参加・仲間づくりと輪

が広がっていくというイメージだと思うので、ここはちょっと重要なところだと思います。

多分、事業なさっている人は、やっぱり事業完結に考えると思うんですけれども、その事業

をきっかけにして広げていくというところはやはり重要な点だと考えます。 
 なので、委員のおっしゃる社会参加・仲間づくりの部分ですね、ウオーキングの輪を広げ

てというところですけれども、ここも今後の取組の方向性、場合によっては一番上、一番大

きいところですので、一番最初のほうにこちら記載することにしてはいかがかというふう

に考えますが、この点についてもご同意いただけますでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、この事業については、最後はその他意見に書かれているポイント、委員

の具体案はぜひ盛り込みたいというふうに考えておりますので、その扱いについてどうす

るか。 
 それから、ウオーキングマップについての工夫、もうちょっとしてもらいたいという点に

ついては、それから委員がおっしゃっている、まちづくりの視点も当然持って進めていただ

きたいという点、こちらをどこに盛り込むかということですが、今後の取組の方向性に入れ

ていくのか、それともその他意見のところに記載するのか、このあたり、アイデアとかを伺

えればと思いますが、いかがでしょうか。 
【部会長】 
 ウオーキングマップの話は具体的な話で、ウオーキングイベントは引き続き、再開して推

進していくということですので、これは今後の取組の方向性のところに入れるのが適切か

なというふうに考えますが、よろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
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 ありがとうございます。 
 基本的な考え方で社会参加・仲間づくりというところ、それからまちづくりという視点も

持ってもらいたいというのは、その他の意見というよりは、今後の取組を考えるときにそう

いう視点に立ってやってもらいたいということだと思うので、これは今後の取組の方向性

の頭ですかね。そこに持っていく、その上で具体的な、先ほどのマップの工夫とかいうのを

記載するというような文章にしていくというのが１つ考えられますが、いかがでしょうか。 
 では、それについては、そのようにしたいというふうに思います。 
 あとは、他事業との連携に関する具体案ですね。これをどこに入れ込むのが一番適切かと

いうことになるんですけれども、お知恵をいただければと思います。 
【委員】 
 いい意見なんですけれども、その方向性と区の方向性が必ずしも合っているかどうかよ

く分からないので、感想的な感じで上げておくのがいいのかなと思います。 
【部会長】 
 そうですね。その他意見、感想のところというところで今ご提案でしたが、ほかの委員、

いかがでしょうか、もしご意見ございましたら。 
 では、今の方向性でまとまったということにさせていただいて。 
 あとは、位置づけになりますが、部会としての案としていただくか、それとも委員の中に

こういう具体案も出されていたという述べ方にするかというところで、ちょっとニュアン

スが変わってくるかと思うんですが、私としては、部会として提案する案という形にもさせ

ていただけるのであれば、したいようにも思うのですがよろしいでしょうか。 
【委員】 
 賛成です。よろしくお願いします。 
【部会長】 
 では、ここは部会としてこういう提案を具体案として投げさせていただくということで、

その他のところに記載させていただくという形にしたいというふうに思います。ありがと

うございました。 
 そうしましたら、こちらについてはおおむねもう方向性、文章のところも含めてまとめる

ことができたかというふうに思います。 
 では、そのようにいたしますので、最終的な文章については、一旦預かって、下案つくっ

たものを見ていただくという形にしたいと思います。ありがとうございます。 
 そうしましたら、次に、計画事業の２の①のところに進めてまいります。 
 こちらは、高齢期の健康づくりと介護予防・フレイル予防事業ということで、例の視察を

した「しんじゅく 100 トレ」ですね、いきいき体操、ごっくん体操といった事業、それから

その地域展開、そしてそれを支えるサポーターの育成支援、そして講演会や出前講座から成

る事業になります。 
 では、こちらについて、お願いいたしします。 
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【委員】 
 新型コロナウイルスの感染症の影響を、とても大きく受けたということで、指標１、指標

２に沿って書かせていただいたところですけれども、指標１の高齢期の健康づくり・介護予

防、出前講座を利用する住民主体の団体数が目標の半数以下だった、これ 48％ですけれど

も、目標値が 50 で、その母数がどうですかということを、例えば何だろう、住民主体のグ

ループというのは一体幾つあるんでしょうかということをヒアリングのときに聞かせてい

ただいて、私もさがせーる新宿という、地域でどんなグループがあるかということが具体的

に出ているサイトがあるんですけれども、そこで見てもかなり多いんですよね。具体的にど

のくらいあるんですかといったら、やっぱり高齢者クラブとか様々なサロンとか、そういっ

たところを含めて 300 団体ぐらいあるわけですよね。その中で 50 を目標にしているのにも

かかわらず、さらに少なかったというのは、ちょっとやっぱり、これはマイナスポイントだ

ったなというふうには思いました。とはいえ、延べ団体数とか延べ受講者数が前年度より増

加しているということで、ちょっと許されてもいいかなというように思ったところです。 
 指標２の「しんじゅく 100 トレ」に取り組む住民主体の団体数が、健康づくり・介護予防

推進コーディネーターの支援により、グループが多く誕生したということだと思いますが、

コーディネーターの人数が少ないんじゃないかなとは思うんですけれども、とにかくグル

ープ、既存のグループに、「しんじゅく 100 トレ」を取り組むというところで、すばらしい

効果を上げているということが、視察を通して、また内部評価からも読み取れるというとこ

ろで、「計画どおり」というふうに評価させていただきました。 
 その他の意見ですけれども、先ほど申し上げたように、例えば地域の住民主体の団体とい

うのは、地域安心カフェとか高齢者いきいきサロン、高齢者クラブと 300 近くあるわけで

すけれども、団体活動に参加していない高齢者へどういうふうに働きかけるかというのが

１つの課題であろうかなというふうに感じましたので、そういったところで、高齢者総合相

談センター、社会福祉協議会との連携を持ちながら、一人でいたい、一人活動が好きという

方に対する働きかけも、直接的に働きかけるという方法も選んで、広がりを持っていただき

たいということで、その他の意見・感想のところに書かせていただいたところです。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 最後の点は先ほどの委員の意見と重なっているという点でした。積極的に考えるべきポ

イントかというふうに考えます。 
 そうしましたら、お願いいたします。 
【委員】 
 そうですね。団体の活動場所に来られなかった方に対してどのような対策をしているの

かというのを評価しづらい部分であると感じました。コミュニティが苦手な方もいらっし

ゃるので、そういった部分も配慮しての達成度も少しあるといいのかなと思います。 
 そこで、今後の方向性に対する意見なんですが、そのように自宅で、ラジオ体操みたいな
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イメージなんですけれども、自分でこれだけやったよとか張り合いを持って取り組めてい

る方を増やしていくような取組があってもいいのかなと思いました。 
 視察で見せていただいた動画なんですけれども、あれもＹｏｕＴｕｂｅに上げたりとか、

そういった形で、身近に 100 トレができるような環境というのを提供できるのも１ついい

のかなというイメージです。なので、健康な方も含めて、それぞれの状況に合わせてこれだ

けやろうとか、家でこれだけやろうというような目標を示せるといいのかなと思います。 
 その他意見としましては、健康づくり・介護予防推進コーディネーターの方はとてもいい

お仕事されていると思いました。すごく存在感があり、引きつける方だったんですけれども、

皆さんの意見を拝見して、彼女の後継者の育成についても考えてほしいと思いました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 自宅にいる方との連続性を持たせる、そちらでやりたいという方ももっぱら自宅で完結

するという形だと、ちょっと事業の趣旨から離れるかと思うので、でも、自宅がやっぱり一

番落ち着くという方もおられるとすると、それと集会所に行っているのと、人によってバラ

ンスがあると思うので、そういうのを配慮したような工夫というのも必要になってくると

いうお話であったかというふうに伺いました。 
 それから、これ、ほかの委員の皆さんも視察のときの感想、私も含めて、書いていただい

ているので、これはぜひどこかに入れたいなというふうに思うんですが、視察のときの感想

も盛り込んでいければというふうに考えます。 
 そうしましたら、進めさせていただいて、続いてお願いいたします。 
【委員】 
 評価に関しましては、普及啓発活動を強化している点がまず評価できることと、あと、参

加者がおのおのその体操のサポーターという意識を持たせることで、社会参加につながっ

て、心身の活力向上に効果があると思われる点は非常に評価できるなと思っておりますし、

そして「しんじゅく 100 トレ」に取り組む団体数が増加して 69 になったということですし、

それから見ている中でも、団体が自分たちに合った体操を無理なく継続できている点とい

うのは、今後も続けられる点として大変意義があることかなと思っております。 
 そして、今後の取組の方向性に関しまして意見を上げたのが、ヒアリングでもお聞きした

ときに、新宿いきいき体操サポーターが高齢化してきたという、そういう課題があったかと

思います。その課題を解消するためには、やはり今後、体操を発表できる場を増やして、若

い方たちに周知して、参加してもらうということが一番の解決方法なのかなと思っており

ます。 
 それから、先ほどもございましたように、コーディネーターがやはりすばらしい方だった

んですけれども、その後継者というか、その数を増やしていくということが、やはり肝にな

ってくるのかなと思っていますので、その点もちょっと、いい点ではあるけれども、課題と

しても上げられるのかなと思っているところです。 
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 それから、その他の感想としましては、やはり現地視察を行った点を上げさせていただき

ました。様々な世代に非常に効果があるということで実感を私はしましたので、ぜひこのト

レーニングを若い世代も対象にして、多くの方に参加してもらえる取組にしていきたいな

という意見でございます。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 感想のところ、これ、今度すごく大切だと思いますので、どこに入れ込むかについても、

後でいろいろお考えを伺えればというふうに思います。 
 そうしましたら、続いてお願いいたします。 
【委員】 
 評価は「計画どおり」で、その理由としては、全てが大変順調に行われているということ

です。 
 ここに書かせていただいたのは、主に交流館での視察なんですけれども、それを体験して

みて、よかったなということを書かせてもらいました。 
 今後、事業を継続して拡大するために課題を２件上げました。１つは普及方法で、もう一

つはコーディネーター、代役とか後継者は一体そろっているのかというところが、検討が必

要だと感じたと記載いたしました。 
 そして、今後の取組の方向性に対する意見ですけれども、重なりますが、普及活動という

のはとてもキーポイントになると考えています。 
 今後の方向性として考えられているのは、高齢期だけでなく、全世代の広がりということ

を記載されていたので、それは普及活動にとても有効だと思っています。そのために、私は、

先ほどの事業もそうなんですが、３世代事業として展開していくことを視野に入れること

もよいのではないかと考えます。 
 また、委員もおっしゃっていましたけれども、この事業継続のためには、外に出られない

方たちを一体どのように参加してもらうかという対策も必要で、出ていく人はいつだって、

どこにだって出ていくわけで、そうじゃない人の取りこぼしをなくすということが事業に

とっては大切なことですから、インドアの人を無理やりではないですけれども、ちょっと行

ってもいいかなって思ってもらえるぐらいの、そんな普及方法も、少しずつ検討していって

ほしいなということがあります。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 今、ご説明いただいたところで、感想のところとコーディネーターのところ、これは既に

ほかの委員の皆様も上げられていたところだったかと思います。 
 そうしましたら、まずは評価のところ、私が書いたので、皆様に今説明いただいたところ

で、私の聞き漏らしだけかもしれませんが、ほかの事業にも全部通じてですが、この体操プ

ログラムに参加されている人の声を踏まえて、事業のさらなる充実化を図ってもらいたい
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というところぐらいですよね。これも当たり前のように、皆様、もう既に指摘されていたと

ころですので、別に独自のポイントでも何でもないんですけれども、ここは今後のところに

も向けて、よりよいものにしていくというところで、私、評価欄に書いたのでは、１つ、何

か今まで出ていないようなところといったらそれぐらいになっていたかというふうに思い

ました。 
 その上で、これは、皆さんは「計画どおり」ということでそろっていますので、こちらに

ついては「計画どおり」としてもよろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 では、その内容ですが、指標１については、目標の半数以下だったという点は、これは評

価ですので、ちょっとここはしっかり達成できなかったねというところで、区民としては少

し残念に思うというのは、やはり記すべきかなというふうに思いますので、こういったとこ

ろは盛り込む形にしたいと思います。 
 ただ、その上で、最終的には「計画どおり」ということですので、ただ、それを上回る部

分というのが多く見られたというようなところとか、ポジティブに評価できるというとこ

ろというのを、残念であったところに続ける形で記載して、最終的には「計画どおり」と評

価するというような内容で、評価欄についてはまとめてはどうかと思います。 
 その上で、視察の感想については、見て感じたことで重要なところだと思いますので、そ

の他意見・感想に記載しましょう。コーディネーターの方がすごく活躍されていたと。ただ、

今後、後継者の育成について提案したいと思います。 
 それと関連して、私のほうで感じた点として、その他意見のところに書いたところですが、

参加していただいた方にスタンプカードを配って、参加するごとにスタンプを押していっ

て、スタンプがいっぱいになったら景品を進呈することになっているけれども、景品を新規

で用意するための予算が確保できてないので、ほかの事業で余ったもの等を活用して景品

を用意している状況だと。これは、この事業を実施する上ではちょっと支障になっているか

もしれないので、その他意見で、その点も検討してもらいたいというのを部会案にしてはい

かがでしょう。 
【委員】 
 それに関連して、重りのカバーはすぐぼろぼろになるから、予算をつけて購入してほしい

というようなことも視察の時に伺っていたんですけれども、そういったものもどこまで入

れるかというところで、記載をしていなかったんですが、そういう意見がありました。 
【委員】 
 参加者が達成感を感じられる仕組みをつくることが大事かなというふうにも思います。

時々ね、私も高齢者の通い場にスタッフとして参画しているんですけれども、時々、体力

測定とかするんですよ。握力とか、それから２メートルを何歩で歩いたかとか、そうする
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と、何か前よりかも、他人と比べるんじゃなくて、自分の中で前回からどう変わっている

かということに注目するようにしているんですけれども、結構みんな気合入るんですよ

ね。だから、やっぱりやってみたらこんなに効果があったとか、私こんなに参加できたん

だとかって、達成感を持つということはとても大事なことじゃないかなと思います。 
【部会長】 
 ここは今ご意見ありましたので、動機づけの点において工夫していくということになろ

うかと思うので、その他意見のところに盛り込んで、検討してもらいたいという形でお示し

するということにしてはいかがかと思います。 
 この事業は、政策的には地域包括ケアシステムという、今、国が全自治体に対して整備を

進めてくださいというので、まずは高齢者向けで、地域で生活していく上で必要なケアのシ

ステムというのを各地域で整えてください取組に関連する事業ですよね。 
 運動して終わりというよりは、運動の場に出ることによって、人間関係ができて、社会参

加につながっていくという形で、自然に地域生活をより豊かなものにしていくというのが

趣旨ですので、私はその他の取組のところで意見があり、介護予防・フレイル予防という事

業に自己完結的になるんじゃなくて、やっぱりそこを１つのきっかけにして、さらに横にも

広がっていくというところは意識してもらいたいということで、ちょっと政策用語的なん

ですけれども、地域包括ケアシステム云々というのはそれで記しているところです。 
 委員の通いの場での体験からくる意見と合わせて、今後の取組の方向性の前の辺りに持

ってくるというような形で取り扱いさせていただければと思うのですが、ご同意いただけ

ますでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 では、皆様のご同意いただきましたので、この点についてはそのようにさせていただきま

す。 
 感想については、適宜、皆様お書きになったところを合わせるような形で、その他のとこ

ろで、コーディネーターの方の活躍ぶりをすごく敬意を表すというところも含めて記すと

いうような形にしたいというふうに思います。 
 その他のところ、委員の皆さんのご意見いただければと思いますが、先ほどの動機づけに

おける工夫、スタンプカードとか体力測定とのつながりを持たせるところでもあり得るの

ではないかというようなあたりは、どちらに入れるのがよろしいでしょうかね。その他意見

として出すのか、今後の取組の方向性に対する意見として出すか、これはどっちもあり得る

と思うので、お考えがあれば伺えればと思いますが、いかがでしょうか。 
【委員】 
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 その他のほうでいいのかなと思います。 
【部会長】 
 では、そちらについては、その他のところで記すということにさせていただきます。 
 ほかに、すみません、私の整理上で、入れ込むべきこの事業についてポイント、特に重要

なポイントで、できるだけ拾うようにいたしますけれども、気づいた点があったら上げてく

ださい。 
 では、おおむねカバーできているかなというふうに思いますので、もしご異論ないようで

したら、この事業については以上で、方向性をひとまず確定して、それに基づいて下文章を

つくるということにしていきたいというふうに思います。よろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、進めまして、次に、計画事業の２の②、今度は高齢者の保健事業と介護

予防の一体的実施事業というものでした。これの内容としては、モデル事業を実施したとい

うところですね。そのための準備を関係機関と行ったというものがこの事業でありました。 
 そうしましたら、これについて、これはその他意見がないものだったんですけれども、偶

然ですけれども。 
 そうしましたら、評価から考えたところ伺えればと思います。 
【委員】 
 全般的にはもう特に問題はないと思っていて、準備も整えられている様子がうかがえま

した。 
 それで、評価ができるなと思ったのは、都から委託を受けて、区が直営で事業を行ってい

るということ、ヒアリングの際におっしゃっていた点です。やはり、さらに再委託をしない

ということで、非常に細やかなサポートができるのではないかなと考え、評価をいたしまし

た。 
 一方、どうかなと思った点が、この事業自体が、介護をしている人とか支援を実際に受け

る人たちにどれぐらい認知されているのかなというところがちょっと不透明だったので、

そのあたりに疑問が残ったので、その点を記載いたしました。 
 続いて、取組の方向性なんですけれども、準備団体なので事例が少なくて、この後どうな

るのかというところはまだまだ伸び代もある反面、分からないというところですから、今後

はどうなのかということを期待したいということを記載いたしました。 
 それに付随しまして、令和５年度実施予定のハイリスクアプローチとポピュレーション

アプローチの件数が妥当なのかというところも、検討をお願いしたいと考えています。 
 さらに、講座というのは定期的に受講しないと身につかなくて、１回やったら、はい終わ

りではなくて、長期的なサポート方法も検討をお願いしたいということを記載いたしまし
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た。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 まずは前提の確認なんですけれども、前のところに少し戻ると、インドア派とかソロ派、

あるいは自宅でという方も、アプローチの対象にもちょっとなるんじゃないかというお話

ですけれども、多分、政策的には主たる対象者が 75 歳以上の後期高齢者ですね。この方は、

やっぱり統計的に、心身の力が衰えていくという傾向が高いと。したがって、自宅から出な

い、出れないということになる可能性が高まってくるので、そういう方に対しては、２の②

の事業で、専門家が出向いていってやるというようなほうに力点を置く事業配分になって

いて、もう一方のほうは、恐らく 60 から 74 歳がターゲットで、この方々はまだ心身の自

立度は高いので、自宅の外に自分で出るということはできる方は多いということが多分前

提になっているので、取りあえず出てきて、もっと積極的に出ていただくというような形に

なって、こちらが 75 歳以上で、もう本当に自宅から、もう本当にしんどいから出るのは大

変だというような方を多分対象としているという事業組みになっているので、２が①と②

に恐らく分かれているんだというふうに思うんですね。 
 そういうことを踏まえると、こちらについては、今出された意見等もですね。今後の方向

性というところで、何でしょうね、今言ったような後期高齢者を念頭に置いて、その上で、

より有効な事業にしていくためにはどうすればいいのかという問題提起の仕方になってい

く事業かなというふうに考えています。 
 では、続きまして、お願いいたします。 
【委員】 
 評価に関しましては、委員もおっしゃっていましたとおり、都からの委託事業ということ

で、区としては細やかな相談支援をするよう心がけていらっしゃる点、こちらの点で評価で

きるのと、それから、医療専門職チームを設置したということが、期待できる点ということ

で評価できます。 
 今後の取組に関しましても、医療専門職チーム、こちらが地域での予防確保の状態に応じ

た相談支援を行うということを期待している点と。また、実際にハイリスクアプローチ、ポ

ピュレーションアプローチ、こちらを利用した方の意見をぜひ反映した事業であってほし

いなということを期待しているという点でございます。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 今、ポイントを明確に指摘していただきましたので、これを踏まえて、部会案を考えてい

きたいと思います。 
 では、続きまして、お願いいたします。 
 
【委員】 
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 ２人と同様なんですけれども、都の事業ということで、23 区内では民間事業に委託する

ケースもあるということですが、新宿区は、いい表現の仕方ですが、安易に委託するのでは

なくて、まずは区で対応する、直で受けるということを評価させていただきました。 
 一度、区できちんとやることによって、今後、民間事業に委託することになったとしても、

やはりきちんと内部のことが分かると思いますので、運営のほうですね、実績を得ていただ

ければと思って、「計画どおり」と評価させていただきました。 
 今後に対する意見なんですが、ちょっと簡潔ですが、やはりこのような事業がどのように、

今後、多分すごく重要というか、忙しくなる部署になるのではないのかなと思っていますの

で、このような事業、フレイル予防になることを期待しております。 
 以上です。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、お願いいたします。 
【委員】 
 本格的な実施は今年度からということで、令和４年度はその準備がきちっとできたかど

うかということを評価すべきであるということで、ハイリスクアプローチとポピュレーシ

ョンアプローチをそれぞれの事例を通して検討し、さらに研修等も通して準備が整ったと

いうことで、「計画どおり」というふうに評価させていただきました。 
 総合評価のところに全て書かせていただいたんですけれども、今後、やはり肝はハイリス

クアプローチがどうできるかというところであるというふうに思いましたので、その対象

者の早期把握に努め、必要な支援が確実に提供できる、実施できるようにしてほしいという

意味で、医療の専門職並びに介護職との連携を強化していただきたいという思いで書かせ

ていただきました。 
 また、より多くの高齢者通いの場というのを、これはポピュレーションアプローチになる

かと思うんですけれども、そうした高齢者の通いの場で健康教育等が実施できるように期

待いたしますということで、全部まとめさせていただきました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 私もほぼ皆様と、評価については同じようなことを書いてありますので、あえて言うべき

ところはなく、今後の取組の方向性のところについては、本格事業前のモデル事業の実施結

果を検証してもらいたいというところを皆さんと同じく書いて、それから、また「地域包括

ケアシステムを構成する他の要素との有機的な連携」云々と書いてありますが、これは具体

的には、委員がおっしゃったような、高齢者の通いの場とかいうところをまず１つポイント

として、そこで横のつながりをつくっていくというところも、この事業についても念頭に置

いてもらいたいというようなことを記しているという内容になっております。 
 そうしましたら、以上を踏まえまして、この計画事業２の②についてですが、評価につい
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ては、こちらは皆様「計画どおり」ということですので、まずこの点は「計画どおり」とし

たいというふうに思いますが、よろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 その上で、評価のところの記載になりますけれども、しっかりモデル事業を実施されたと

いうところをまず言い、皆様もおっしゃっているように、ただ、これはモデル事業なので、

今後はそれに基づいて、この事業を本格的に展開していくということですので、そのときに

はモデル事業の課題とか、それを検証するということをしっかりした上で、今後、取組を進

めていただきたいということでまとめたいに考えております。 
 あとは、利用者の意見の反映をしっかりしていただきたいということですよね。そういっ

たところもポイントとしてはあろうかと思うので、これも今後の取組の方向性のところに

盛り込みたいと思います。 
 そうしましたら、続きまして、事業３の①、生活習慣病予防のところになります。 
 こちらは、レセプトデータを用いてやって、中断している方に受診を促すという事業であ

りました。ご所見お願いいたします。 
【委員】 
 この事業については、皆様の評価を全く見ないところで、高く評価したい事業であったな

というふうに思いました。要するに、これらをきちっと治療を受けないといけない生活習慣

病を途中で中断した方たちに働きかけるということで、結構難しい作業というか、事業では

ないかなというふうにも思ったわけですけれども、それを様々な手法を用いて、行動経済学

の要素を取り入れた通知指導、これ何かチラシが資料の中に入っていましたので見させて

いただきましたけれども、とてもよくできているなというふうに素人としては感じました。

とてもいい取組であったというふうに思います。 
 それから、電話の応対についても、誰が担当しても同じように対応するしくみもきちんと

できているということで、これはもう計画以上に評価してもいいかなぐらいの「計画どおり」

というふうに評価させていただきました。 
 とはいえ、フリーダイヤルを利用した入電による電話指導がゼロ件だったということが、

とても残念だなというふうに思いましたけれども、でも、待つしかないことなのかなという

ふうにも思っていたら、今後の取組の方向性に対する意見で、委員がレセプトデータへの電

話入力を記載させてもいいんじゃないかというふうな、それを使ってもいいんじゃないか

なというふうなことが書かれていたので、この電話入力が書いてあれば、こちらから架電で

きるわけですよね。待つのではなくて、もっと積極的にアプローチできるということで多分

書かれたのかなと思って、なるほどなというふうに思いながら、感想も含めて以上です。 
 
【部会長】 
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 ありがとうございます。 
 今の点、ちょっとレセプトというのもありましたので、ここの点について考えたところを

伺えればと思いますが、何かございますか。 
【委員】 
 区がこの事業によって行ってくれたことによって、行動変容が起こったということが確

実に分かるので、それはとても評価ができるなというふうに感じました。 
 私は、やはりフリーダイヤルがあるにもかわらず全然かかってこなかったとか、あとは何

か電話不保持者何人みたいなことを思っていたら、ヒアリングの際に、それは電話の番号が

なかったからかけられなかったというお話を伺ったので、それではもともと電話番号が書

いていれば、この問題は減るのではないかなと考え、このように記載をいたしました。今後

も、ますます発展していってほしいなと思った事業です。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 いかがでしょうか。 
【委員】 
 「計画どおり」としての評価しています。 
 当初の目標値から大きく実績を上回っておりますが、まず、すぐに指標を変更することな

く、一定の実績を積むという姿勢、データを取るということは、すごく評価できるんじゃな

いかなと思っています。 
 また、入電・架電することで、行動を喚起することは、ほかの事業にも応用できるのでは

ないかなということを感じております。また、きちんと行動を後押しするためにどうすれば

といいかということ、ＳＮＳ、インターネットの時代ではありますけれども、架電をすると

いうアナログのコミュニケーション、人が電話をして、大丈夫ですかという声かけをすると

いうことをされているのがすごく評価できると思いました。区の事業だからこそできるの

ではないかなということも踏まえて、評価しております。 
 ですので、今後の取組・方向性に対する意見も同様なんですけれども、先ほど委員もおっ

しゃっていましたけれども、架電の際のコミュニケーション、そのときに誰が架電をしても、

寄り添った形で何でしょう、病気の方、気持ち的に弱っていたりとか寂しいと思うので、そ

のときに応じた架電などができるとよりいいのかなと思いまして、行動喚起を行っていた

だければという意見を記しております。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 では、続いてお願いいたします。 
【委員】 
評価に関しましては皆さんとご一緒で、目標値を大きく上回る結果を残したということ

は評価できますし、それから行動経済学の要素を取り入れた通知というのが治療再開に結
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びついているという成果を出している点、こちらに関しても評価できると思っております。 
 それから、今後の取組に関しては、まず新型コロナウイルスが５類になったということを

踏まえて、また現状変わっておりますので、またより違った角度とかの受診推奨のアプロー

チを望むという点と、それから、ヒアリングのときに、指標に関しては、コロナ禍で受診状

況が分からず、目標値を据置きにしていたというふうにおっしゃっていたかと思うので、令

和５年度の実績を踏まえて、目標値の見直しを望んだほうがよろしいのかと思っておりま

す。 
 フリーダイヤルに関しては、皆さんと一緒の意見です。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、私のほうは、フリーダイヤルのところなんですが、株式会社データホラ

イゾンというところですかね、多分電話事業は委託しているようなのでありまして、知らな

い電話番号からの電話を取り逃したときに、そこに自分からかけるだろうかとやっぱりち

ょっと考えてしまう。ですので、もう少し工夫というか、区が行っている事業なんですよと

いうことはもっとアピールするみたいなことをやるといいのかなと思いました。 
 なので、ここでは、フリーダイヤルを利用した入電による電話指導ゼロ件だったことを踏

まえて、この実施率向上に努めていただくというところで、この周知の仕方も含めて検討し

てほしいという形にしてはいかがかなというふうに思うんですけれども、よろしいでしょ

うか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 では、ここはその他の意見とすると。 
 評価のところは「計画どおり」ということでよろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 もう数値的にも十分目標値を上回っているので、評価できるとし、今後の取組の方向性に、

特に電話指導では、対象者ごとの状況に沿った指導をなされるようにしていただきたいと

いうようなことを盛り込むということにしてはいかがかというふうに思います。 
 それから、十分に数値的にはよくできているので、ただ現状をしっかり把握して、よりよ

い対策も考えてもらいたいと思いますので、今後の取組の方向性については、委員がお書き

になっているものを主体にするような文章にしてはいかがかというふうに考えますが、よ

ろしいでしょうか。 
 では、そのようにさせていただきます。その他の意見のところに、委員がお書きになって

いるこの文章に、少し周知方法のところについても、もう少し留意してはどうかというよう
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なことを示唆するような内容にして、部会案としたいというふうに思います。 
 では、この事業については以上でよろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、続きまして、経常事業になります。 
 経常事業は全部で 34 ございましたし、今回のシートで記入していただいたのは 14 の事

業でありましたので、それぞれお書きになったところについてご紹介いただければという

ふうに思います。 
 経常事業２番から、お願いいたします。 
【委員】 
 この事業はきちんと実施されていて、感想もおおむね好評というふうに伺っていたので、

とてもよかったなと思っています。また、コストカットができていたということはすごくい

いことなのではないかと考えました。 
 ただ、今後、もしできるのであれば、イベントとかだけではなくて、せっかく新宿区、飲

食店があって、飲食店との連携と書いている割には、何か調べたら、ちっとも連携されてい

ないようなので、そこが増えて、推進したらいいのではないかというふうに考えました。 
 新宿野菜の日が毎月８日ということが、どれだけ認知されているのかはちょっと怪しげ

なところもありますので、この浸透も頑張ってほしいと考えています。 
 以上です。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 お願いいたします。 
【委員】 
 私も、普及啓発活動に取り組んでいらっしゃるという点が評価できるという件と、あと、

ベジクックイベントというのは好評を得ているということでしたので、こちらのさらなる

普及を目指してほしいなという思いを込めて書きました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 こちら、皆様ご同意いただけるようでしたら、もうほぼこのままの形で、部会のこの事業

について、評価というより感想・意見ですかね、という形にしてはいかがかと思いますが、

よろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
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 続きまして、経常事業６番、糖尿病予防対策推進のところにつきまして、お願いいたしま

す。 
【委員】 
 こちらの事業に関しましては、糖尿病を予防するという大変大事な取組という点を書い

ているというところと、あと、参加者アンケートでは、健康を考えるよい機会になったとい

うお話もございましたので、この好評だったという点は評価できるという点を書かせてい

ただきました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 いかがでしょうか。 
【委員】 
 委員と同じで、ヒアリングのお話からも、講演会とかイベントのアンケート結果もおおむ

ね好評と伺えたので、とても健康を考えるきっかけになっていると思われました。 
 健康診査の冊子の中に情報を全部まとめたということはすごくいいなと思った反面、ボ

リュームが多過ぎると情報が行き渡るのかというところが少し不安に思いましたので、加

えて記入いたしました。 
【部会長】 
 ありがとうございました。 
 お二方のおっしゃっている点、共通しておりますので、アンケート結果からよい評価が上

がっていて、しっかり事業としてちゃんとなされているという点、それから情報提供の仕方

のところについては、現状もうしっかりできている部分があると同時に、もう少し検討の余

地もあるのではないかということだと思いますので、その今の点をまとめる形でお二方出

していただいたところをくくる形で、これについても部会の意見としてはいかがかと思い

ますが、よろしいでしょうか。 
 では、そのようにいたします。 
 経常事業８番、女性の健康支援につきまして、お三方書いていただいております。 
 そうしましたら、ご紹介いただけないでしょうか。 
【委員】 
 これは以前、計画事業として位置づけられていた結構大きな事業だったというふうに記

憶しているんですけれども、今、新宿区において、本当に女性特有のがんである乳がんと子

宮がんによる死亡率が物すごく、全国平均と比べてとても高いというところで、それが改善

されているのかどうかということがとても気になっていたんですね。ヒアリングでもその

辺のことを質問させていただいたんですけれども、依然として高いということが分かりま

して、検診の受診率向上のために、さらに努めていただきたいというふうな思いを込めて書

かせていただきました。 
 また、子宮頸がんのワクチンの接種ということが、何か副反応がすごく強いということで、
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いっときそれを見送ろうということで、ワクチンの接種はしばらく中止になっていたんで

すね。それが最近、また子宮頸がんのワクチンの接種の勧奨が進められているということで、

これもやはり、確かに副反応はあるかもしれないけれども、ワクチンの効果というのもまた

看過できないことですので、受診率の向上と併せてワクチン接種の勧奨も進めるべきでは

ないかなということ等を書かせていただいております。 
 また、女性の健康支援センターの認知度、知っている人は知っているけれども、依然とし

て行ったことない、知らないという、この会で話題になったことがとてもショックで、それ

が現状なのだろうなというふうに思いましたので、もっと働きかけてもいいんじゃないか

ということで書いております。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、よろしいでしょうか。 
【委員】 
 私も、このセンターが女性の健康づくりの拠点として、多くの区民が健康づくりに取り組

めるような普及啓発を進めてほしいという点を上げさせていただきました。 
 そこと、あとは、乳がん、子宮頸がんの検診率、こちらをやっぱり上げるように、若年層

へのアプローチ、こちらを積極的に行ってほしいという提案を盛り込ませていただきまし

た。 
 あと、新宿区として、多様な性の在り方というの、私の中ではちょっと重要かなと思って

おりますので、もし載せられるんでしたら、性的マイノリティーに対しての個別の相談、こ

ちらを受けやすい環境づくりにしてほしいなという点を上げさせていただきました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 続きまして、お願いいたします。 
【委員】 
 皆様とは違う視点で、より多くの区民、それから区民の力を生かした体制づくりって書い

ているんですけれども、何かいま一つ行き渡ってないなという感覚がありました。 
 さらに、ヒアリングの際にもちょっとお聞きしたんですけれども、やっぱり若年層へのア

プローチはなかなかできてないような、そんな印象をとても受けたので、いろいろと方法を

考えたりしてほしいという願いを込めて書きました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 もう一方の区民の力を生かした体制づくりのほうとしては、どんなイメージでしょうか。

もしよろしければ伺いたいのですが。 
 
【委員】 
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 四谷のセンターを拠点にして、サポーターをつくって、その人たちが輪を広げていってほ

しいと思っているのですが、実際にサポーターがそんなに生まれている感じでもないし、そ

のサポーターが活躍している気配も全く見受けられなかったので、その点で記載をいたし

ました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。よく分かりました。 
 そうしましたら、基本的に今ご指摘いただいた点を盛り込む形にしてはいかがかと思う

のですが、まず、より多くの区民のところについては、もう少しこのほかの委員の指摘と絡

めると、やはりより若い層ということも含めて、乳がん、子宮頸がんの検診率ないしワクチ

ン接種率の向上ということを図るということになろうかと思うので、そういう形でここに

ついては盛り込むと。 
 ただ、やっぱり、コロナワクチンもそうですけれども、やっぱり人によっては接種をため

らう方もおられるでしょうから、そこについては留意する必要もあろうかと思うので、適切

な情報提供と併せてこれを推進、向上に向けて取り組むというような形の記載にするとい

うことにしてはいかがかと思っていますが、よろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 その点はそのような取扱いにさせていただきます。 
 それから、性的マイノリティの個別相談も、受けやすいような環境づくりをしてもらいた

いという点も、この部会としてまとめ、総意ということであれば入れたいというふうに考え

ます。 
 普及啓発のところについても進めてもらいたいというまとまりの意見ですので、大きく

は３つですね。性的マイノリティのところについては、部会の意見として、このような形で

入れるということにいたしましょうか。もしご意見ありましたら伺いますが、いかがでしょ

うか。 
【委員】 
 ヒアリングのときに、委員が性的マイノリティについて、性の多様性も含めてということ

をご発言なさったときには、とても唐突感を覚えたんですね。それで、どういうふうに扱う

んだろうなと。 
 とはいえ、今回、この評価シートを拝見して、性的マイノリティについて個別の相談を受

け付けやすい環境づくりをしてほしいと、具体的な記載があったので、これだったらば、ぜ

ひね、受け入れるべきじゃないかなというふうに思いましたので、私はぜひ記載していただ

きたいというふうに感じております。 
 
【部会長】 
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 基本的には今ここへ書いてあるとおりの形で部会の意見としたいと思いますけれども、

もしこう、引いた視点から見たときに、若干こうニュアンスのところ、先ほどの適切な情報

提供を添えてみたいな感じの何か入れるかもしれませんので、そこは後日ご覧いただくと

きに、ご確認いただければというふうに思います。その点も含めて、ご同意いただけますで

しょうか。 
【委員】 
 お願いいたします。 
【部会長】 
 では、よろしければ、経常事業８については以上とさせていただきまして、続いて、経常

事業 10 番、乳幼児から始める歯と口の健康づくりに関しまして、ご紹介ください。 
【委員】 
 ヒアリングのときにもこれを取り上げさせていただいて、お答えをいただいたんですけ

れども、そのときのご発言では、私の思いに沿ったお答えではなかったというのが率直な思

いだったんですね。健康部だけではなく、子ども家庭部や教育委員会だけではなく、福祉部

の目線を、きちんと子どもの歯の健康づくりに取り入れてほしいというような思いを込め

させていただきました。 
 生活上の課題を抱える世帯においては、子どもの歯がよくないという現実があるわけで

すので、ぜひ取り入れていただきたいなというふうに思いました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 重要な点ですので、私は個人的にこれ賛同するのでありますが、ほかの委員の皆様、いか

がでしょうか。 
 そうしましたら、ご同意いただけたということで、経常事業 10 番は、今ご案内いただい

た委員の記載を生かす形で、部会としての意見としたいというふうに考えます。 
 続きまして、12、13 が、管理運営を任せているものの区としてですね、保養所、健康村

の運営に関してのところでありました。 
 それぞれについてご指摘がありますので、ご紹介ください。 
【委員】 
 12、13 は一緒なんですけれども、ヒアリングのときに、周辺の民間施設の稼働率が 50％
ぐらいだった中で、この２つのところに関しましては稼働率がかなり高いということから、

適切に運営されているというふうにおっしゃっていたかと思います。 
 そして、課題としては、コロナ禍前よりも宿泊人数が減少しているということでしたので、

意見としては、今後増加できる期待できる取組をしてほしいということで入れさせていた

だきました。 
 
【部会長】 
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 ありがとうございます。 
 それぞれヒアリングで確認できたところで、件数は戻ってきたけれども、人数が減ってい

るという話でしたよね。そういった課題的なものが出てきているようなので、うまくはいっ

ているけれども、そういう課題に適切に対応してもらいたいという趣旨ということでよろ

しいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 じゃ、前半の部分、委員が書いていただいたところを生かす形で、後半は同じ内容になる

かと思うので、そこは同じ内容で記したいというふうに思います。 
 続きまして、経常事業 14 番、高齢者健康増進事業につきまして、３人の委員の皆様、意

見をこちらくださっているので、ご紹介ください。 
【委員】 
 ヒアリングの際に、60 歳以上の方を高齢者と呼称することについて、見直しを検討して

いただけるということで感謝を記載しています。 
 また、コロナ前は、バスを使ったハイキングを行っていて、それがとても好評だったので

戻したいですみたいな感じの話をしていたので、ぜひ戻してほしいと思い記入いたしまし

た。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、お願いいたします。 
【委員】 
 私もご一緒で、ハイキングに参加した高齢者の方々から好評を得ている事業ということ

でしたので、今後は参加者たちの意見を踏まえて、バスの利用を望んでいた声もございまし

たので、その辺を検討していただければと思います。 
【部会長】 
 いかがでしょうか。 
【委員】 
 難易度にも配慮して、いろんな方が参加できるような仕組みにしていただきたいという

思いを込めて書きました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、３委員の文はそのまま基本的に生かし、ご指摘のバスを使ったハイキン

グというのを再び行うということについて、積極的に検討してもらいたいというのも部会

としての意見としてはいかがかと思いますが、よろしいでしょうか。 
【委員】 
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 はい。 
【部会長】 
 では、こちらについてはそのようにいたします。 
 続いて、経常事業 17 番、湯ゆう健康教室につきまして、お願いいたします。 
【委員】 
 こちらもヒアリングのときに、コロナの感染防止のために人数制限、それから事前申込み

をしていただくということだったんですけれども、今はまた状況も変わりましたので、今後

としては、新規の方を多く含めて参加できるような取組を期待しているという件でござい

ます。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 委員の皆様、特にご異論ないようでしたら、こちらも委員がお書きになったものをほぼそ

のまま生かす形で、部会としての意見としていかがかと思いますが、よろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 そのようにいたします。 
 続きまして、18 番、地域保健医療支援体制の推進につきまして、これ私も書いていると

ころですね。ここは、多職種連携を図るものの一つとして、医療専門職の方と介護専門職の

方の連携というのも図っていくことは重要であると。その連携を図るに当たって、それぞれ

の専門職の方がもう片方の専門職の内容等についての知見を深める必要があるということ

なので、実習研修の場を設けていると。この場合、介護職の人が看護小規模多機能居宅介護

実習研修に加わる機会が設けられているけれども、コロナ禍の影響で参加者がいなかった

ということでありましたので、しかし、連携を推進していくという意味では、この研修制度

大変有意義なものだと思いますので、しっかり活用していただいたほうがよいのではない

かということで、本研修制度の利用促進を積極的に図っていってもらいたいというのが私

の意見であります。 
 続きまして、いかがでしょうか。 
【委員】 
 私も、ヒアリングの際に、要介護認定者数が増えていて、いろいろ内容をお聞きした時点

で、本事業というのは本当に重要な役割を担っているなと感じました。その上で、やはりそ

ういうふうにきちんと進めていくには、多職種連携の強化というのが一番大事なのかなと

思い、書かせていただきました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 ＩＣＴを有効に取り入れていただきたいということだと思いますので、それと私のもの



27 
 

と組み合わせる、多職種連携のところは基本的に重なっておりますので、より一般化して多

職種連携の強化で、具体的にはこういう、私が先ほど説明したような点もあるのでという形

で盛り込み、その際にはＩＣＴの活用も図ってまいりたいという書き方でいかがかと思い

ますが、よろしいでしょうか。 
 では、そのようにさせていただきます。 
 続きまして、23 番、食育推進につきまして、お願いいたします。 
【委員】 
 こちらのヒアリングの際にもいろいろ意見を述べさせていただきましたけれども、書い

ているとおり、区立の小学校教諭の中には給食を完食させることが食育と勘違いされてい

る方が多々いらっしゃるので、全教諭に食育の在り方を教育して、学校全体で健全な食生活

の実施をお願いしたいという思いを込めて書きました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 いかがでしょうか。 
【委員】 
 自宅で子どもたちに聞いてみたんですけれども、小学校のときそういった経験があった

かって聞いたら、「あったよ」って言うんですね。それをやっぱり踏まえた上で、こういっ

たことの指導の徹底をしていただきたいという意見を書かせていただきました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 いかがでしょうか。 
【委員】 
 私は、高齢者のほうに的を絞らせていただきましたけれども、幼少期から食事に対する指

導というのはとても大事だというふうに思いますけれども、さらに年取ったら大事になり

まして、フレイル予防の観点から、高齢者にも食に関する正しい知識と理解が深められるよ

うに、その働きかけていただきたいということを、食育になるのかなと思ってここで書かせ

ていただきました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、大きくポイントは、学校での食育の在り方、それから委員が指摘の高齢

者、高齢世代も対象としていくという方向性、この２点があったかと思いますので、まずは

この２点は部会としての意見として盛り込む方向で考えるのが適切であろうかというふう

に思います。部会としての案はそういう形とさせていただければと思いますが、よろしいで

しょうか。 
【委員】 
 はい。 
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【部会長】 
 では、そのようにいたします。 
 続きまして、27 番、喫煙に関すること、それから 28 番は受動喫煙で、これセットという

ことで、委員、両方について記していただいているので、ご紹介ください。 
【委員】 
 結局、同じことになるんですけれども、健康影響に関する普及活動を行っていたり、推進

を行っているのは評価できるんですが、ただ、新宿区としては路上喫煙の罰則がないという

のが現状で、まだ区内の路上喫煙者というのは減少していないというので、その点、受動喫

煙とかを禁止をうたっているのであれば路上喫煙者への防止対策、こちらに力を入れるべ

きなのかなと思って、述べさせていただきました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 こちらは、基本的に私も賛同であります。路上喫煙対策にももっと力を入れてもらいたい

という点は、27 のほうよりも 28 のほうが、事業の趣旨から見ると適切なのではないかと思

いますので、28 にまとめるのはいかがでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 では、こちらについては、そのような形を取らせていただきます。ありがとうございます。 
 続いて、29 番、自殺総合対策につきまして、ご紹介ください。 
【委員】 
 こちらは、ヒアリングの際に、気づいてつなぐということを強調していらっしゃったので、

その対応はとても大事だと思っているんですけれども、なかなか難しい問題ではあるので、

感度を研ぎ澄ましてほしいなという期待を込めて記入いたしました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、お願いいたします。 
【委員】 
 私もヒアリングのときに、新宿区の自殺者は特に若者、女性が多いという現状を教えてい

ただきまして、それを踏まえて、区では対応しているということだったので、その点は評価

できるかなと思っております。 
 ただ、ゲートキーパー養成講座、こちらに関しましては、やはりとても難しい問題かと思

いますので、本当に必要な支援につなげられるような人材、こちらの育成を期待していると

いう点でございます。 
【部会長】 
 いかがでしょうか。 
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【委員】 
 私はですね、相談を受けた職員がさらに相談できる場所があるということを聞けて、安心

しました。その事業自体がデリケートであるので、精神的な負担は大きいと思いますので、

そういった職員の方のケアが重要だと思っています。 
 そこから派生しまして、意見ですけれども、もちろん新宿区のほうではそういった休職や

メンタル的なものでのケアはあるかと思うんですけれども、休職する前の段階での何でし

ょう、精神的なものだったりとか、仕事に向き合い際の行き詰まりなどを、パワハラ的なも

のがない、気軽に相談できる場所を活用できればいいなという思いで意見させていただい

ております。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、まずは、「気づき」、「つなぐ」というところを、委員が記していただい

た文におおむね即す形で、部会としての意見として盛り込むと。 
 それから、評価できる点として、相談を受けた職員がさらに相談できるという体制が取ら

れているという点は評価できるということですね。それはポイントとして追加するという

形で整えたいというふうに思いますが、よろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 では、そうさせていただきます。 
 続いて、32 番、骨粗しょう症予防検診につきまして、お願いいたします。 
【委員】 
 新宿区では、測定方法が足だけなんですよね。今もそれ、ちょっと古いというか、そこだ

けではなくて、一応いろんな箇所で測定しないと分からないというのが普通の感覚になっ

ているので、全部ではないにしても、一部にでも入れてほしいなと感じ、記入いたしました。 
【部会長】 
 ここ、私読ませていただいて、確かに全部は調べられませんでしたけれども、これ何で気

づかれたのですか。 
【委員】 
 ほかの区に住んでいる方とかいろんな方とお話をしているときに、骨粗鬆症のお話が出

て、その際に検査方法をいろいろ聞いたら、ほかの区に住んでいる人たちは全然違う方法な

のに、新宿区だけはまだ何十年も前の方法をやっているんだと思って、ほかにあるのかなと

一生懸命調べたんですけれども、どこを調べてもあの方法しか出てこなかったので、それを

記載いたしました。 
【部会長】 
 なるほど。これ、おっしゃるとおりなんですよ。ただ、最もシンプルというか、何か原始
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的とも言えるようなやり方みたいですね。あとは、何かレントゲンとか使う、ほかのものを

何かやっているところがほとんどでしたね。 
事務局、超音波法で今実施していることについて、担当課はどう考えられているのかとい

うところを、ちょっと部会向けにご回答いただけるように取り次いでいただけないでしょ

うか。 
【事務局】 

承知しました。 
【部会長】 
 区としてはこれが適切という見解が示されるのではないかと思うので、その方法の有効

性を検証してもらいたいというような記載はいかがですか。 
【委員】 
 お願いします。 
【部会長】 
 すみません。お手数おかけしますが、よろしくお願いいたします。 
 では、以上、経常事業になります。 
 これまでの議論を踏まえて、個別施策１－１なので、健康寿命延伸に向けた取組充実とい

うものですね、これについてどう評価するかということになってまいります。 
【部会長】 
 そうしましたら、いかがでしょうか。 
【委員】 
 「おおむね順調に進んでいる」と評価しました。今後の取組に関しても、コーディネータ

ーの点ですとか、あと、強いて言うなら、区の取組や地域、通いの場などにつながっていな

い 75 歳未満の方たちに、こちらに関しても積極的にアプローチしていただきたいというこ

とを望んでいること、それと、その他の意見として書かせていただいたんですけれども、や

はりウオーキングの推進というのは、区内の魅力あるスポットを巡るということでもあり

ますので、こうした事業を推進するということは新宿区の文化、観光事業にもつながってい

くことと感じておりますので、そういったことを期待するということを記載させていただ

きました。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
【委員】 
 私は総括みたいな形で簡潔に書かせていただいております。乳幼児から始める歯の健康

づくりから若年層や女性の心の健康づくり、また、高齢期の健康づくりまでと、まさに生涯

にわたっての心身ともに健康で暮らせる取組の実施をしているように見受けられたので、

「おおむね順調に進んでいる」という評価です。 
 人の生涯を各年代やステージに分けて取り組むこと、細分化することによってこういっ
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た取りこぼしのないように、区民に届くような施策を継続していただきたいと考えており

ます。 
 また、今後の取組に対する方向性ですけれども、やはり健康でいることが当たり前に感じ

ていますけれども、決してそうではないということを改めて今回の事業を通して感じまし

た。区民が日常から病気を予防する意識を高め、健康維持できるようにする趣旨の取組なん

ですが、区民がもっと身近に感じられるような、ぬくもりある発信を今後も継続していただ

きたいと願っております。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 お願いいたします。 
【委員】 
 私は、個別の評価については、経常事業を含めて個別評価をさせていただいておりますの

で、内部評価の中の総合評価の中の計画事業に的を絞って、主に評価の再掲を書かせていた

だいています。 
 その他の意見と感想のところはその他の意見のところにまとめて残していただきたいな

というふうに思っているところです。 
 また、今後の方向性についても、しつこくウオーキングのことを書いていますけれども、

これは特に個別施策のところに書かなきゃいけないというほどのことでもなかったかなと

いうふうに、改めて思っているところです。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 委員の皆様にはそれぞれポイントを上げていただいていますので、こちらでできるだけ

網羅的になる形で膨らませていく形で、こちらの総合評価（案）は、文章としては下案をつ

くりたいというふうに考えます。 
 その上で、大切な、最終的には評価ですが、皆様、総じて「おおむね順調に進んでいる」

ということでありましたので、こちらは部会としてもこの評価ということになるかなと思

いますが、それでよろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 では、そのようにさせていただきます。 
 あとのところは、先ほど委員がおっしゃっていたところは、強調点だとは思うので、１つ

は、総合評価のところの視点として、生涯にわたって連続的に、しっかりカバーしていくと

いうような視点というのが大切で、それがこの事業にも見られているところは１つポイン

トになろうかなと思いますので、総合評価欄の記載にはその旨も盛り込むことにしてはい

かがかというふうに思っています。 
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 それから、ここでも視察の感想を入れていただいた委員もいらっしゃいますけれども、全

体の評価をまとめる場所てなので、またここでこういう形で書くというのもよいことだと

思ったところなんですけれども、皆様、いかがでしょうか。この総合評価全体の中にも、視

察へ行ってこういう感想を持ったということで、部会としてのそれを意見とするというこ

とでしてもよろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 では、そのようにさせていただきます。 
 今度は、最後のページの今後の取組の方向性のところですね。ここについては、今後の方

向性で、これ、区の方がおっしゃっていたメンタルヘルスの分野も、地域包括ケアシステム

の中に入れ込む形で発展させていくということを検討していきますということをおっしゃ

っていたので、ここは後押しするべきポイントだと思うんですよ、高齢者以外にも広げてい

くという話なので。 
 なので、これは今後の取組で、まさに区が言っていることを後押しする的な発言なんです

けれども、これはぜひ入れさせていただきたいというふうに思っているんですが、よろしい

でしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 では、その点ご確認いただきました。 
 それから、コーディネーター等の課題もあるので、ここはアクセントを置く形で、改めて

個別施策のところに今後の取組の方向性として、フレイル予防等は重要であり、ただ、その

重要な役割を担っているコーディネーターの方の裾野を広げていくというような課題があ

るので、ここを取り組んでもらいたいという点、それから、今は通いの場等につながってな

い方にも積極的にアプローチする方法というのを探ってもらいたいという点はやっぱり重

要な点、今日のこの場での話合い、意見交換も含めてであったかと思うので、ここの今後の

取組の方向性のところに入れるのがよいのではないかというふうに思いますが、こちらに

ついてもそういった形、ここへ入れ込む形でもよろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 そのようにさせていただきます。 
 委員がおっしゃっているぬくもりある発信というのは、大切なことだと思います。さっき

の電話のところでも、機械的な対応にならないようにということでおっしゃっていたとこ

ろにも関わることだと思います。ここは大切な点だと思いますので、今後の取組の方向性と
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いうよりは意見という形で、下の欄のほうに入れるという形のほうがよいのかなとも思う

のですが、よろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。ありがとうございます。 
【部会長】 
 では、そのようにさせていただきます。 
 また、ウオーキングと他事業の連携については、今後の取組の方向性に入れるという方向

性もあるかと思います。あるいはその他意見として記すということもあり得るかと思うの

ですが、これはどちらに記載しましょうかね。 
【委員】 
 では、今後の取組の方向性にお願いします。 
【部会長】 
 では、その方向で盛り込みたいというふうに思います。 
 それから、働き世代にも積極的に働きかけるというのも個別事業のところで出ていた共

通の意見だったと思いますので、これも盛り込むという形で記載を整理したいと思います。 
 あとは、その他意見で私が言っているのは、健康寿命の延伸なので、筋力を保つとかとい

うところにフォーカスが置かれて、結局、体操系の事業になってしまいがちだけれども、高

齢者の関心としては、むしろそっちじゃなくて、人と交流したり、趣味的なもので集まりた

いということもあるとすると、例えば、学習会とか市民講座とか、サークル的なものとの接

点をもうちょっと積極的につくっていくと、単に事業活動に参加するというのではなくて、

それを通して何か人間関係が形成されて、生きがいを見いだしていくというところにつな

がっていくというふうに思われますので、運動はとても重要だけれども、それに関係しない

で、それ以外との文化的活動というんですかね。そうすると、委員がおっしゃっているのと

重なってくるんですけれども、そういうところにもぜひ留意して進めていただきたいとい

うのは、今度その他意見・感想で私が記したところでありますので、これも適宜盛り込む形

で記載してもよろしいでしょうか。 
【委員】 
 これは先生のご意見、単独でこれ載せていただいたほうがいいと思います。どうしても、

やっぱり健康寿命というと、体を動かそうという方向にいくんだけれども、やっぱり知的好

奇心だって大事にしていかないといけないし、本当にソロ活動が好きという方は、割とそう

いう傾向の方が多いというふうに思うんですね。それはそれで、とても大事な高齢期の生き

がいづくりになりますので、これはこのまま、その他の意見のところにぜひ単独で生かして

いただきたいなというふうに感じております。 
 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
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 もしご同意いただけるようでしたら、その他意見のところに、もう少し文章を練るかもし

れませんが、こういった内容を記させていただくという形でもよろしいでしょうか。 
【委員】 
 はい。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、その他意見のところも含めて、今まとまることができたかというふうに

思います。 
 10 分を切った形で、ただ、分量はそれなりに多い中で、全ての事業について、委員の皆

様お考えになったことをできるだけ発言していただく形で部会案、方向性としてはまとめ

ることができたかというふうに思います。 
 この後の手順としては、まずは今日のこの了承いただいた方向性を踏まえて、下案を文章

化して、それをご覧いただいて、それをもって全体会の部会案としてお示しするという形に

したいと思います。もうしばらくこれ、お付き合いいただくことになりますけれども、よろ

しくお願いいたします。 
 では、事務局のほうで何か、私のほうで漏らしている点とかもしあれば、あるいは今後の

ことについてアナウンスください、お願いいたします。 
【事務局】 
 では、今後のことのアナウンスをさせていただきます。 
 第２部会の評価の案については、先ほど先生からご案内があったとおり、先生から事務局

にたたき台をいただいたら、それを私から皆さんにお送りさせていただきます。 
 今後のスケジュールですが、昨年同様、10 月に全体会を実施して、各部会の評価結果を

委員会全体の評価として承認する場を設けます。10月23日月曜日の午前９時半から12時、

そこで終わらなければ、その翌日、10 月 24 日の火曜日午後１時から午後３時、この２つの

時間帯で実施させていただきたいと思います。 
 それから、例年、外部評価委員会会長から区長に評価結果を報告する機会があるんですが、

今年は 11 月 14 日に実施する方向で調整をしております。詳細が決まりましたら、メール

等でご連絡するようにいたします。よろしくお願いいたします。 
【部会長】 
 ありがとうございます。 
 そうしましたら、皆様のご協力をもって無事時間内に終えることができました。 
 本日はお疲れさまでした。どうもありがとうございました。 
 
＜閉会＞ 


